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ハワイは日本人にとって特別な旅行先として長年親しまれており、その魅力は広く壮大

である。私は、幼少期から現在にかけて何度もハワイを訪れた。ハワイに訪れる日本人も多

く、ハワイへの深い関心を抱く人が多い。その経験から本論文の目的である、ハワイと日本

の歴史的・文化的交流や観光地としての魅力が、持続可能な未来にどのように寄与するかを

探求することとなった。1996 年の観光局のデータによれば、約 680 万人の観光客のうち 200

万人が日本人であり、現在もその人気は衰えることがない。日本からのアクセスの良さ、美

しいビーチ、温暖な気候、そして日本語が通じる環境が日本人にとって魅力的な要因となっ

ている。特に、初めての海外旅行先として選ばれることが多く、言語の壁を感じにくい点が

安心感を与えていることが分かる。 

また、今のハワイと日本の良好な関係を築いているのは、歴史を遡ればたどりつくと思い、

ハワイと日本の歴史的な関係も探求した。明治時代に日本人移民がハワイへ渡航したこと

で交流が始まり、彼らの存在がハワイにおける日本文化の定着に貢献した。移民たちは過酷

な労働環境の中で生活したが、その努力が現在の多文化共生社会の基盤を築いた。戦後、日

系人のアイデンティティが強化され、彼らの文化や伝統は今もハワイ社会に生き続けてい

る。この歴史を知ることで、ハワイの多文化共生の魅力をより深く理解することができる。 

近年、ハワイ州は「アロハプラスチャレンジ」という持続可能な開発目標を掲げ、経済、

社会、環境の調和を目指した取り組みを進めている。この中では、クリーンエネルギーへの

移行、地元産食材の利用促進、廃棄物削減などの具体的な目標が設定されている。観光業が

地域経済の重要な柱であるため、観光客にもレスポンシブル・ツーリズムといった、環境や

文化への配慮が求められている。観光客自身が持続可能な観光を意識することで、ハワイの

自然や文化を守り、地域社会の発展に貢献することが期待されている。 

ハワイと日本の歴史的な絆を考えると、持続可能な観光の重要性は年々増している。観光

客が責任ある行動を取ることで、地域社会の発展と文化の保護に貢献することができる。こ

のような取り組みは、両国の関係をより深めるだけでなく、観光産業と地域社会の調和を図

る上で重要な役割を果たす。今後、アロハプラスチャレンジを通じてハワイと日本の関係は

さらに深まり、持続可能な未来を築く基盤となるだろう。このように、ハワイと日本の交流

には、観光だけでなく文化的、歴史的な観点から見ると大きな価値のあるものだと実感でき

る。 

ハワイの自然の美しさや豊かな文化には、訪れる人々に感動を与え、強く印象に残る体験

を毎日提供している。観光客がレスポンシブル・ツーリズムを守り、ハワイの魅力を楽しむ

ことで地域住民との交流が生まれ、互いに理解し合える。このような関係は、観光産業の持

続可能な発展に貢献し、ハワイの未来をより良いものにするための鍵となっているだろう。 


